
株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社

連絡先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部　
東京都府中市日鋼町1-1　
TEL：0120-232-711（フリーダイヤル）

（返還先） 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-32-8
TEL:03-5979-2666   https://www.sra-hd.co.jp/

2022年6月末日の株主様にお送りしております

　当初計画通り、2022年度の中間配当金は40円としました。
期末配当金は90円の計画です。〔1株当たり年間配当金130円〕

これからもSRAホールディングスは「株主還元の更なる充実」を
目指してまいります。

第2四半期
株 主 通 信

証券コード 3817

2023年3月期

2022年4月1日〜2022年9月30日

第2四半期 連結業績ハイライト

株主メモ

株主還元

売上高 20,949 百万円（前年同期比   10.0 %増）

経常利益 5,021 百万円（前年同期比   91.5 %増）

親会社株主
に帰属する 四半期純利益 2,564 百万円（前年同期比   51.8 %増）

● 【海外】 9社
● 【日本国内】 7社4事業所

The SRA Group
SRAグループの拠点
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株主の皆様へ 配当方針の見直しに関するお知らせ

　当社は株主様に報いるため、安定的かつ積極的な配当

をお約束しております。

　配当金を継続的に増やしていくためには、本業を中心と

した収益の拡大が不可欠であり、売上増大や経費の削減

を通して利益を増大させることに努力しています。また、将来

の収益成長を維持するためには、新規事業への投資も

重要です。こうした経営努力の結果は、配当金の増大

のみならず、株価の上昇による株主様の利益につながると

信じております。

　安定的な配当をお約束するためには、当社の財務基盤

の健全性を維持する必要があります。

　ところが、現在の会計規則では、資産の時価評価が

基本となっており、時価の変動が損益に影響を及ぼす 

仕組みとなっています。

　例えば、昨今の円安の結果、当社の海外資産の円建て

換算は膨れ上がり、営業外の収益として期間損益の増大

につながります。しかし、今後、円高に振れると、円建てでの

資 産 価 値は減 少し、営 業 外の収 益は減 少することに

なります。

　このように、資産の評価による表面上の損益を配当原資

に含むと、配当の不安定化および財務基盤の弱体化にも

つながりかねません。

　こうしたことから、当社では、為替変動等による資産の

評価に伴う期間損益を配当原資に含まない方針をとって

おります。

　皆様には、日頃より格別なるご高配を賜り、厚く御礼申し

あげます。

　情報サービス産業においては、足元の受注回復がうかが

える一方、急激な円安や海外景気の下振れによる我が国

への景気の下押し、物価上昇等、先行き不透明な状況が

継続しています。

　このような中、第2四半期の業績（前年同期比）は、主力の

開発事業が牽引し売上高は増収（10 .0%増）、高収益

ビジネスモデルへのシフトにより粗利益が増益（13.2%増）、

営業利益も増益（16.5%増）となりました。

　また、経常利益は営業利益の増加に加え急激な円安の

影響による為替差益（2,199百万円）の計上により増益

（91.5%増）、四半期純利益も増益（51.8%増）となりました。

なお、2022年度の中間配当金は、当初の計画通り〔1株

につき40円〕としました。

　これからも引き続き、「 企 業 価 値の向 上 」ならびに

「株主還元の更なる充実」を目指し、尽力してまいります。

　皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し

あげます。

　2022年11月

株式会社SRAホールディングス

代表取締役社長

（具体例） 配当原資に含む
（実現損益）

配当原資に含まない
（未実現損益）

為替関連 海外（通貨）での
売上による営業利益 為替差益・為替差損

株式関連 投資有価証券
売却損益

投資有価証券
評価損益

配当原資について

親会社株主に帰属する当期純利益（億円） 配当（円） 配当計画（円）
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